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明
治
三
年
兵
庫
県
職
員
の
採
用
事
情

　
　
　
　―

近
隣
藩
か
ら
直
轄
県
へ
の
出
仕
を
め
ぐ
っ
て―

加
　
納
　
亜 

由 

子

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
明
治
三
年
の
兵
庫
県
吏
員
（
県
職
員
）
の
採
用
事
情
を
と
り
あ
げ
る
。

近
年
、
明
石
藩
士
石
巻
清
隆
が
三
年
三
月
（
廃
藩
置
県
前
年
）
に
兵
庫
県
に
出
仕
し

た
こ
と
を
示
す
資
料
が
見
つ
か
っ
た

　（1）
。
こ
の
資
料
を
手
が
か
り
に
し
て
、
こ
の
時

期
の
兵
庫
県
が
近
隣
藩
の
藩
士
を
吏
員
に
採
用
し
た
社
会
背
景
を
考
え
た
い
。

　

明
治
初
期
の
兵
庫
県
は
、
旧
幕
府
領
な
ど
の
明
治
政
府
直
轄
地
を
治
め
る
地
方
機

関
、
直
轄
府
県
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
第
一
次
兵
庫
県
）。
慶
応
四
年
（
＝
明
治
元
、

一
八
六
八
）
閏
四
月
二
一
日
公
布
の
政
体
書
に
よ
り
、
大
阪
府
（
五
月
二
日
設
置
）

か
ら
分
離
さ
れ
る
か
た
ち
で
五
月
二
三
日
に
成
立
。
摂
津
国
と
播
磨
国
に
点
在
す
る

政
府
直
轄
地
を
管
轄
し
た
。
一
方
で
姫
路
藩
や
明
石
藩
な
ど
の
藩
領
も
残
っ
て
い
た

た
め
、
こ
の
こ
ろ
の
兵
庫
県
の
範
囲
は
モ
ザ
イ
ク
状
の
飛
び
地
が
散
ら
ば
っ
た
か
た

ち
で
あ
っ
た
。
直
轄
府
県
と
藩
が
併
置
さ
れ
る
地
方
統
治
制
度
（
府
藩
県
三
治
制
）

は
、
明
治
四
年
七
月
十
四
日
の
廃
藩
置
県
ま
で
続
い
た
。
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
府
藩

県
三
治
制
が
解
消
さ
れ
、
同
十
一
月
の
府
県
統
合
に
よ
っ
て
、
摂
津
国
の
西
部
全
体

を
県
域
と
す
る
第
二
次
兵
庫
県
が
成
立
す
る
。

　

直
轄
府
県
の
地
方
統
治
に
つ
い
て
は
、
維
新
政
府
が
ど
の
よ
う
に
地
方
支
配
を
な

し
と
げ
た
の
か
と
い
う
視
点
で
研
究
が
進
ん
で
き
た
。
一
方
近
年
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
直
轄
府
県
に
固
有
の
統
治
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
提
起
さ
れ
、
こ
の
観
点

か
ら
直
轄
府
県
と
藩
と
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
も
進
ん
で
い
る

　（2）
。
本

稿
で
は
後
者
の
問
題
関
心
に
立
っ
て
、
府
藩
県
三
治
の
時
期
に
近
隣
藩
の
藩
士
が
直

轄
県
の
吏
員
と
な
っ
た
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。

　

直
轄
県
の
吏
員
と
近
隣
藩
の
藩
士
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
治
二
年
十
月
の
吉
井

藩
で
は
、
藩
士
二
名
が
岩
鼻
県
と
の
「
両
属
」
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る

　（3）
。
兵
庫
県
で
も
三
年
三
月
十
七
日
に
は
明
石
藩
士
二
名
が
、
翌
四
月
十
二
日

に
は
姫
路
藩
士
を
含
む
三
名
の
「
飾
磨
県
士
族
」
と
一
名
の
「
兵
庫
県
士
族
」
が
県

に
出
仕
し
て
い
る
（
本
稿
１
章
で
詳
述
）。

　

な
ぜ
藩
が
ま
だ
存
続
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
近
隣
藩
の
藩
士
が
直
轄
県
の
吏

員
に
な
っ
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
明
治
三
年
に
兵
庫
県
吏
員
に
な
っ
た
石
巻
清
隆
を

手
が
か
り
に
し
て
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
①
明
治
初
期
の
兵
庫
県
吏

員
の
採
用
傾
向
（
年
ご
と
の
変
化
）
を
調
べ
た
う
え
で
、
石
巻
清
隆
の
事
例
を
も
と

に
、
②
明
石
藩
側
の
事
情
（
明
治
政
府
主
導
の
職
制
改
革
と
の
関
わ
り
）、
③
兵
庫

県
側
の
事
情
（
県
政
課
題
と
の
関
わ
り
）
を
さ
ぐ
る
。
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表2　明治3年採用士族の経歴

『兵庫県史料』「政治の部 官員履歴」、明石市立文化博物館所蔵石巻家文書、兵庫県警察史編さん委員会編『兵庫県警察史』
明治・大正編（兵庫県警察本部、1972年）より作成

名　前 出仕
月日

出身県（藩）
聴訟掛 鞫獄掛

配　　属　　先
捕亡掛・
逮捕掛 その他

出張所詰め
生野県暴動
事件の鎮撫
（4年11月）

ポリス
制度
創設

司法省へ

石巻清隆

石川季遠
真下寿介

武井正平

坂田為綱
下見重慎

脇屋義夫

弓削森厳

折原信忠
垂井秀実
岡本尹知
森村信敬
岡村義昌

3/17

3/17
4/12

4/12

4/12
4/12

閏10/12

6/2

7/16
11/1
11/3
11/3
11/15

飾磨県（明石）

飾磨県（明石）
飾磨県

飾磨県（姫路）

飾磨県
兵庫県

兵庫県

鹿児島県

東京府
静岡県
和歌山県
神奈川県
木更津県

○

○

○

○

○

○

○

船役改

（不明）

（不明）

電信機掛
（不明）

地所掛
大参事

社
（4年8月～）
三田
（5年2月～）
西宮
（5年4月～）

○（社詰）

○（県庁より）

○（社詰）

○（社詰）

○（県庁より）

○

○

○

○

表1　兵庫県職員採用の内訳

国立公文書館所蔵『兵庫県史料』「兵庫県史料 政治の部 官員
履歴」より作成、出身県・身分不明の2名ならびに県令・知
事を除く

2年明治
元年 3年 4年 5年 6年 7年

5
3
0
0
0
2
13
7
2
0
3
1
18

士　族
兵庫県
大阪府
飾磨県
長崎県
その他
士族以外
兵庫県
大阪府
飾磨県
長崎県
その他
合　計

5
2
0
0
0
3
7
2
3
0
0
2
12

13
2
0
5
0
6
9
1
1
0
3
4
22

10
2
1
0
0
7
5
1
1
0
0
3
15

22
5
2
3
0
12
12
3
1
0
2
6
34

12
1
1
2
0
8
6
1
0
0
1
4
18

9
0
2
0
1
6
3
0
0
0
0
3
12

三田
（5年4月頃）

社
（4年11月頃）
社
（4年3月～）

　

ま
ず
最
初
に
、
明
治
初
期
の
兵
庫
県
吏
員
採
用
の
傾
向
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

表
１
は
、
明
治
七
年
以
前
の
兵
庫
県
吏
員
の
採
用
動
向
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

年
に
よ
っ
て
傾
向
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

明
治
元
年
は
近
隣
（
兵
庫
・
大
阪
）
の
平
民
が
多
く
、
翌
二
年
も
そ
の
傾
向
が
強

い
。
元
年
採
用
の
兵
庫
県
士
族
三
名
は
い
ず
れ
も
旧
幕
臣
で
、
兵
庫
勤
番
所
の
地
付

同
心
や
幕
府
代
官
所
の
手
代
で
あ
っ
た
。
同
年
採
用
の
兵
庫
県
平
民
に
は
、
幕
府
の

御
用
商
人
な
ど
を
務
め
た
北
風
正
造
（
兵
庫
津
の
商
人
、
安
政
五
年
〈
一
八
五
八
〉

〜
箱
館
産
物
会
所
用
達
兼
生
産
捌
方
取
締
、
慶
応
三
年
兵
庫
商
社
肝
煎
）
や
代
官
所

手
代
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
士
族
・
平
民
と
も
に
幕
府
の
公
用
・
御
用
を

務
め
た
者
を
登
用
し
た

の
が
、
こ
の
時
期
の
特

徴
で
あ
る
。

　

三
年
に
な
る
と
傾
向

が
大
き
く
変
わ
る
。
年

間
の
採
用
人
数
が
二
二

名
と
前
年
の
一
・
八
倍

に
増
え
、
な
か
で
も
飾

磨
県
士
族
五
名
・
兵
庫

県
士
族
二
名
の
採
用
が

目
立
つ
。
ま
ず
三
月
十

七
日
に
飾
磨
県
士
族

１　

第
一
次
兵
庫
県
に
お
け
る
吏
員
採
用
の
特
徴
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写真１ 兵庫県庁捕亡局出仕辞令（明石市立文化
博物館所蔵旧明石藩士石巻家文書、明治3年）

（
明
石
藩
士
）
二
名
が
出
仕
し
、
翌
四
月
十
二
日
に
姫
路
藩
士
を
含
む
飾
磨
県
士
族

三
名
と
兵
庫
県
士
族
一
名
が
出
仕
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
翌
四
年
に
は
み
ら
れ
ず
、

三
年
だ
け
の
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
士
族
か
ら
の
採
用
そ
の
も

の
が
増
え
る
こ
と
、
近
隣
の
平
民
の
採
用
が
減
る
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

　

三
年
採
用
の
士
族
一
三
名
の
配
属
先
は
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
逮
捕
掛
（
四

月
に
捕
亡
掛
か
ら
逮
捕
掛
に
改
称
）
に
四
名
が
配
属
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
聴
訟
掛
・

鞫
獄
掛
に
も
三
名
が
配
属
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
兵
庫
県
の
治
安
維
持
を
担
う
部
門

で
、
訴
訟
の
受
理
（
民
事
を
含
む
）、
治
安
維
持
、
刑
罰
の
執
行
、
犯
罪
人
の
逮
捕

と
治
安
維
持
（
見
回
り
）
な
ど
を
担
っ
た
ほ
か
、
県
庁
か
ら
離
れ
た
地
域
に
置
か
れ

た
出
張
所
へ
も
一
〜
三
名
程
度
が
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

　（4）
。

　

明
治
元
年
に
は
旧
幕
臣
や
兵
庫
津
の
御
用
商
人
、
代
官
所
手
代
な
ど
幕
府
の
公

用
・
御
用
を
担
っ
た
も
の
を
吏
員
と
し
た
が
、
三
年
に
な
る
と
、
近
隣
藩
の
藩
士
を

採
用
し
て
治
安
維
持
部
門
に
配
置
す
る
と
い
う
傾
向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
１
）　

石
巻
清
隆
の
略
歴

　

明
治
三
年
に
採
用
さ
れ
治
安
維
持
部
門
に
配
属
さ
れ
た
者
と
し
て
、
明
石
藩
士
石

巻
清
隆
が
い
る
。
こ
こ
で
は
明
石
藩
士
か
ら
兵
庫
県
吏
員
に
な
っ
た
清
隆
の
経
歴
を

ひ
も
と
き
な
が
ら
（
表
３
）、
近
隣
諸
藩
側
の
事
情
を
考
え
て
み
た
い
。

　

明
石
藩
は
、
播
磨
国
東
部
（
明
石
郡
と
美
嚢
郡
の
一
部
）
な
ど
を
治
め
る
石
高
八

万
石
の
藩
で
あ
る
（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉
以
前
は
六
万
石
）。
藩
主
の
越
前

松
平
家
は
徳
川
将
軍
家
の
御
家
門
に
あ
た
り
、
天
保
十
三
年
に
は
、
足
軽
や
雑
役
を

担
う
小
者
ま
で
含
め
て
一
六
七
〇
人
程
の
家
臣
（
藩
士
）
を
抱
え
て
い
た

　（5）
。

　

石
巻
清
隆
は
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
明
石
藩
士
石
巻
郷
右
衛
門
耆
蔵
（
頓

入
と
も
、
以
下
郷
右
衛
門
）
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た

　（6）
。
石
巻
家
は
知
行
高
一
〇
〇

石
で
、
藩
士
と
し
て
の
格
式
は
、
家
老
格
・
御
用
人
組
頭
格
に
次
ぐ
、
近
習
頭
奏
者

番
格
で
あ
っ
た

　（7）
。
近
習
頭
奏
者
番
格
と
は
、
藩
主
側
近
の
近
習
頭
や
奏
者
番
（
藩

主
へ
諸
事
を
取
り
次
ぐ
役
職
）
を
勤
め
る
家
柄
に
あ
た
る
。
若
年
の
こ
ろ
か
ら
そ
の

役
職
に
就
く
わ
け
で
は
な
く
、
も
う
少
し
下
位
の
役
職
か
ら
勤
め
は
じ
め
、
壮
年
期

に
な
っ
て
近
習
頭
や
奏
者
番
に
い
た
る
の
が
一
般
的
な
経
歴
で
あ
っ
た
。

　

藩
士
の
役
職
は
軍
事
部
門
の
「
番
方
」
と
行
政
を
担
う
「
役
方
」
の
二
つ
か
ら
な

っ
て
お
り
、
番
方
・
役
方
そ
れ
ぞ
れ
で
役
職
を
持
つ
。
石
巻
清
隆
の
父
郷
右
衛
門
は
、

番
方
と
し
て
は
二
五
歳
で
徒
頭
（
天
保
十
三
年
）、
三
二
歳
で
者
頭
に
な
っ
た
（
嘉

永
三
年
、
一
八
五
〇
）。
徒
頭
は
足
軽
数
十
人
ほ
ど
の
軍
団
（
組
）
を
ま
と
め
る
役

職
、
者
頭
は
い
わ
ゆ
る
足
軽
大
将
で
あ
る
。
一
方
の
役
方
は
、
十
九
歳
で
近
習
勤

（
天
保
七
年
）、
二
一
歳
で
小
姓
本
勤
（
同
九
年
）、
四
一
歳
で
奏
者
番
に
な
っ
た

（
安
政
五
年
、
一
八
五
八
）。
藩
主
の
側
近
を
歴

任
し
た
の
が
特
徴
で
、
幕
府
が
倒
れ
て
明
治
政
府

が
成
立
し
た
慶
応
四
年
＝
明
治
元
年
に
は
、
五
十

歳
に
な
っ
て
い
た
。

　

一
般
的
に
、
江
戸
時
代
の
藩
士
は
父
と
同
じ
よ

う
な
経
歴
で
出
世
す
る
こ
と
が
多
い
。
清
隆
に
と

っ
て
は
、
も
し
江
戸
時
代
が
続
い
て
い
れ
ば
こ
の

よ
う
な
経
歴
を
た
ど
っ
た
で
あ
ろ
う
、
出
世
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
に
あ
た
る
。

　

一
方
の
清
隆
は
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
十

五
歳
で
番
入
り
し
、
こ
こ
か
ら
藩
士
と
し
て
の
勤

２　

近
隣
諸
藩
側
の
事
情―

明
石
藩
士
石
巻
清
隆
の
場
合―

　
か
ち
が
し
ら

も
の
が
し
ら

　
こ　
も
の
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月/日年 で　き　ご　と年 齢
（数え年）

8/15

12/28

11/14

10/20

12/9

10/14

5/23

2/14

6/17

12/9

3月

6月

1/17

4月

7/14

8月

2月

4月

11/ 2

11/11

8/18

8月

1/9

2月

 9/22

1歳

13歳

14歳

15歳

19歳
 

21歳

22歳

23歳

　

24歳

25歳

　

　

　

35歳

 

 

48歳

61歳

64歳

出生

藩主から「素読出精」を褒賞される

藩主に初めて拝謁する

初出仕、「三番手右 番入雇勤」を命じられる

　　第二次長州出兵のため藩主の御供を命
　　じられる

大政奉還

兵庫県が設置される（第１次兵庫県）

　　「大殿様附勤」（隠居した前藩主に仕
　　える役職）を命じられる

版籍奉還

　　明石藩に議事所が新設され、「議員」
　　に任命される

兵庫県に出仕する（捕亡局勤め）

　　「史生」に任命される

　　組織改正により「司法局 逮捕掛」とな
　　る　

　　「権少属」に昇進する
　　「鞫獄懸御用取扱」に任命される

廃藩置県

　　社出張を命じられる

　　三田出張所勤務を命じられる

　　西宮出張所勤務を命じられる

担当職務が兵庫県裁判所に移管されたため、
同裁判所への異動を命じられる

担当職務が司法省の所管となったため、司
法省に出仕する

　　大坂上等裁判所勤務を命じられる

明石城本丸の櫓保存運動に関わる

　　長崎控訴裁判所に勤務

　　大坂控訴院に勤務（岡山在勤）

司法省を依願退職

明石郡参事、明石町会議員などを歴任

旧藩主松平家の財産管理を行う職（家扶）
に任命される

死去

弘化4年（1847）

文久元年（1861）

万延元年（1860）

文久元年（1861）

慶応元年（1865）

慶応3年（1867）

慶応4年（1868）

明治2年（1869）

　

明治3年（1870）

明治4年（1871）

　

明治5年（1872）

　

　

明治12年（1879）

明治14年（1881）

明治15年頃～

明治21年頃～

明治27年（1894）

明治29年～30年代 

明治40年（1907）

明治43年（1911）

明
石
藩
士
時
代

兵
庫
県
職
員
時
代

司
法
省
時
代

め
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
後
の
経
歴
は
断
片
的
で
、
特
に
役
方
（
行
政
部
門
）
の

経
歴
は
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
の
だ
が
、
明
治
二
年
二
月
に
大
殿
様
附
勤
と
い
う

職
に
就
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
（
二
三
歳
）。

　

そ
の
後
、
明
石
藩
士
と
し
て
の
勤
務
実
態
が
分
か
る
資
料
は
な
く
、
翌
三
年
三
月

付
で
兵
庫
県
吏
員
と
な
っ
た
辞
令
が
残
さ
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。

　

こ
の
辞
令
は
、
当
時
「
勇
之
助
」
を
名
乗
っ
て
い
た
清
隆
が
兵
庫
県
庁
か
ら
受
け

た
も
の
で
、「
右
、
当
分
捕
亡
局
へ
勤
仕
申
し
付
け
候
事
」
と
、
捕
亡
局
勤
務
を
命

じ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
三
ヶ
月
経
っ
た
六
月
に
は
、
史
生
の
階
級
と
な
る
辞

令
を
受
け
て
い
る
。
明
治
二
年
七
月
八
日
に
政
府
が
定
め
た
「
官
位
相
当
表
」
に
よ

る
と
、
史
生
は
県
吏
員
の
階
級
（
知
事
か
ら
史
生
ま
で
九
階
級
）
の
一
番
下
に
あ
た

る
。
こ
の
頃
の
清
隆
は
、
治
安
維
持
の
部
門
の
下
級
吏
員
で
あ
っ
た
。

　

四
年
一
月
に
は
組
織
改
編
に
よ
り
司
法
局
逮
捕
掛
と
な
り
、
四
月
に
は
鞫
獄
懸
御

用
取
扱
に
任
命
さ
れ
、
階
級
は
一
つ
昇
進
し
て
権
少
属
と
な
っ
た
。
七
月
の
廃
藩
置

県
後
に
は
、
社
・
三
田
・
西
宮
の
出
張
所
勤
務
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

明石市立文化振興課編『企画展 明石藩の世界９―幕末維新と人々のくらし―』（明石
市立文化博物館、2021年）、明石市立文化博物館所蔵石巻家文書、愛知県公文書館所蔵
「明石藩日記」をもとに作成

表3　石巻清隆略年表
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大殿様附
2名

12名
8名
6名

6名
5名

2名
1名
4名
15名

3名

2名

内家知事
大殿様附　筆頭役
大殿様附　御用取計
大殿様附　勤
近　習　勤
殿様近習勤
殿様小姓勤
大殿様附雇勤
近習雇勤
その他

家　事　局
家令　2名

家扶　4名

家従　19名

家卒　32名

　

五
年
十
一
月
二
日
に
兵
庫
裁
判
所
へ
異
動
と
な
り
、
九
日
後
（
十
一
日
）
に
は
司

法
省
へ
の
出
仕
が
決
ま
っ
た
。
政
府
の
司
法
改
革
に
よ
っ
て
担
当
職
務
が
兵
庫
裁
判

所
か
ら
司
法
省
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
清
隆
を
含
む
数
名
が
兵
庫
裁

判
所
を
経
て
司
法
省
に
異
動
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
十
一
〜
十
二
年
に
山
形
県
少
書

記
官
と
し
て
勤
め
た
ほ
か

　（8）
、
司
法
省
判
事
と
し
て
大
坂
上
等
裁
判
所
・
長
崎
控
訴

裁
判
所
な
ど
に
勤
務
し
、
二
七
年
一
月
に
四
八
歳
で
司
法
省
を
依
願
退
職
し
た
。

（
２
）　

明
治
二
〜
三
年
の
明
石
藩
の
職
制
改
革

　

こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
、
明
石
藩
士
石
巻
清
隆
は
明
治
三
年
三
月
に
兵
庫
県
吏
員

に
な
っ
た
。
な
ぜ
藩
が
存
続
す
る
こ
の
時
期
に
直
轄
県
へ
の
出
仕
を
選
ん
だ
の
か
。

明
治
二
〜
三
年
の
明
石
藩
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
事
情
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

話
の
時
間
を
、
清
隆
が
大
殿
様
附
勤
を
命
じ
ら
れ
た
明
治
二
年
二
月
に
巻
き
戻
そ

う
。
大
殿
様
附
勤
と
は
、
隠
居
し
た
前
藩
主
（
大
殿
様
）
に
仕
え
る
役
職
で
あ
る
。

十
六
代
藩
主
松
平
慶
憲
が
隠
居
し
て
直
致
が
十
七
代
藩
主
に
な
り
、
藩
主
側
近
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
た

　（9）
。
清
隆
の
大
殿
様
附
勤
へ
の
就
任
も
こ
の
異
動
に
よ
る
も
の

で
、
元
は
十
六
代
藩
主
慶
憲
の
側
近
（
小
姓
な
ど
）
で
あ
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
明
石
藩
で
は
、
明
治
政
府
の
政
策
に
よ
る
職
制
改
革
（
組
織
改
編
）
が

進
ん
で
い
た
。
表
４‒

１
・
４‒

２
は
、
二
年
二
月
の
藩
主
前
藩
主
側
近
部
門
（
奥
向

き
）
の
職
制
と
、
翌
三
年
の
奥
向
き
の
職
制
を
比
べ
た
も
の
で
あ
る
。
二
年
二
月
に

は
藩
主
付
き
と
大
殿
様
付
き
の
部
門
に
分
か
れ
て
い
て
、
内
家
知
事
を
筆
頭
に
計
六

六
名
の
人
員
が
い
た
。

　

な
お
、
表
４‒

１
は
幕
末
の
明
石
藩
奥
向
き
の
職
制
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
明
治

時
代
に
な
っ
て
組
織
改
編
さ
れ
た
す
が
た
を
示
し
て
い
る
。
元
年
十
月
二
八
日
に
明

治
政
府
（
行
政
官
）
が
布
告
し
た
「
藩
治
職
制
」
に
よ
っ
て
、
従
来
の
藩
主
側
近
の

役
職
（
側
用
人
・
用
人
な

ど
）
を
廃
止
し
、
公
務
（
藩

屏
の
機
務
）
と
藩
主
家
の
家

政
（
内
家
の
事
）
の
職
制
を

分
け
る
こ
と
、
藩
主
家
の
家

政
の
責
任
者
と
し
て
「
家
知

事
」
を
置
く
こ
と
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
。
藩
主
側
近
部
門

に
あ
た
る
奥
向
き
の
職
制
に

つ
い
て
、
藩
政
を
担
う
部
門

か
ら
切
り
離
し
て
再
編
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
藩
治
職
制
は
藩

全
体
の
組
織
改
編
を
求
め
る

も
の
で
、
明
石
藩
で
は
二
年

二
月
七
日
に
自
藩
の
藩
治
職
制
を
新
政
府
に
提
出
し
て
い
る

　（10）
。

　

翌
三
年
二
月
頃
に
は
「
明
石
藩
治
職
員
令
」
を
定
め
て
い
る

　（11）
。
こ
れ
は
、
二
年

七
月
八
日
に
政
府
が
「
職
員
令
」
を
定
め
た
こ
と
を
受
け
て
、
藩
の
組
織
を
職
員
令

に
沿
っ
て
再
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
江
戸
時
代
の
家
老
・
用
人
ク
ラ
ス
に

相
当
す
る
執
政
・
参
政
の
重
職
は
、
大
参
事
・
権
大
参
事
に
改
め
ら
れ
た
。
藩
主
家

の
家
政
を
担
う
奥
向
き
の
部
局
と
し
て
は
、「
家
事
局
」
を
設
け
て
家
令
・
家
扶
・

家
従
・
家
卒
を
置
く
こ
と
を
定
め
て
い
る
（
表
４‒

２
）。

　

こ
の
２
つ
を
見
比
べ
る
と
、
職
名
が
一
新
さ
れ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
人
数
構
成
に
変

わ
る
と
と
も
に
、
人
員
が
九
名
減
ら
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
奥
向
き
の
庶
務
を
担

よ
し
の
り

な
お
む
ね

「明石藩日記」（明治2年2月）、「明石藩治職員令」より作成

表4　明治初期明石藩の職制改革（奥向の職制）

1藩治職制のころ 2藩治職員令のころ
（明治2年2月）（明治3年2月）
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う
大
殿
様
附
勤
・
近
習
勤
か
ら
大
殿
様
附
雇
勤
・
近
習
雇
勤
あ
た
り
の
ポ
ス
ト
が
、

家
従
・
家
卒
に
再
編
さ
れ
た
よ
う
す
が
み
て
と
れ
る
。
組
織
改
編
の
結
果
、
清
隆
の

家
格
に
見
合
う
ポ
ス
ト
を
藩
内
で
用
意
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か

　（12）
。
清
隆
は
、

こ
の
組
織
改
編
の
翌
月
に
前
掲
写
真
１
の
辞
令
を
受
け
て
い
る
。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
明
石
藩
側
で
は
清
隆
の
県
吏
員
と
し
て
の
人
事
異
動
を
把
握

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
写
真
２‒

１
は
、
四
年
四
月
一
日
に
清
隆
が
受
け
取
っ
た

辞
令
の
原
本
で
あ
る
。
翌
二
日
付
の
明
石
藩
庁
の
公
務
日
誌
（
明
石
藩
日
記
）
に
は
、

こ
れ
と
全
く
同
じ
辞
令
が
書
き
写
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２‒

２
）。
こ
の
記
事
に
は

「
石
巻
脩
三
（
清
隆
）
義
、
兵
庫
県
に
於
い
て
左
の
通
り
申
達
こ
れ
有
り
候
旨
、
申

し
届
け
越
し
候
段
、
大
監
察
こ
れ
を
相
届
く
」
と
あ
り
、
清
隆
本
人
が
明
石
藩
庁
に

人
事
異
動
の
情
報
を
届
け
出
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
監
察
と
は
い
わ
ゆ
る
大
目
付
に

あ
た
る
役
職
で
、
政
務
の
監
視
や
藩
士
の
監
督
な
ど
を
幅
広
く
担
当
し
た
。
清
隆
本

人
か
ら
報
告
を
受
け
た
明
石
藩
大
監
察
は
、
橋
本
権
大
参
事
に
そ
の
報
告
を
上
げ
て

い
る
。
な
お
こ
の
情
報
は
、
月
末
の
二
三
日
付
け
で
東
京
明
石
藩
邸
に
い
る
織
田
大

参
事
に
伝
え
ら
れ
た
。
大
参
事
・
権
大
参
事
と
は
江
戸
時
代
の
家
老
・
用
人
に
あ
た

る
役
職
で
、
藩
政
全
体
の
責
任
者
で
あ
る
。
清
隆
の
兵
庫
県
吏
員
と
し
て
の
異
動
履

歴
が
、
明
石
藩
庁
の
重
役
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

小　
　

括

　

石
巻
清
隆
は
、
ま
だ
藩
が
存
続
し
て
い
た
（
府
藩
県
三
治
制
が
続
い
て
い
た
）
明

治
三
年
三
月
に
兵
庫
県
吏
員
に
な
っ
た
明
石
藩
士
で
あ
る
。
明
石
藩
士
石
巻
郷
右
衛

門
（
頓
入
）
の
嫡
男
で
、
幕
末
期
に
藩
士
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

明
治
三
年
に
兵
庫
県
庁
に
出
仕
し
、
同
五
年
に
司
法
省
に
異
動
し
た
。

　

明
治
二
〜
三
年
の
明
石
藩
で
は
職
制
改
革
が
進
ん
で
お
り
、
清
隆
の
い
た
奥
向
き

部
門
で
も
大
き
な
組
織
改
編
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
四
年
頃
の
明
石
藩
で
は
、
他
府
県

に
出
仕
し
た
藩
士
の
異
動
情
報
を
把
握
し
て
大
参
事
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
こ
こ
か
ら
、
清
隆
の
兵
庫
県
出
仕
は
「
脱
藩
」
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
藩

士
の
籍
（
藩
主
と
の
君
臣
関
係
）
を
保
っ
た
ま
ま
兵
庫
県
に
出
仕
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
藩
士
の
籍
を
保
っ
た
ま
ま
兵
庫
県
に
出
仕
し
た
事
情
と
し
て
、
藩
内
の
組
織
改

編
に
よ
る
ポ
ス
ト
削
減
が
想
定
さ
れ
る
。

（
１
）　

明
治
二
〜
三
年
の
兵
庫
県

　

で
は
次
に
、
こ
の
頃
の
兵
庫
県
が
近
隣
藩
の
藩
士
を
県
吏
員
と
し
た
事
情
に
つ
い

て
、
県
側
の
事
情
（
県
政
課
題
と
の
関
わ
り
）
を
考
え
て
み
よ
う
。

　

政
府
に
よ
っ
て
、
府
県
管
地
（
県
域
）
の
調
整
、
藩
の
飛
び
地
の
調
整
、
旧
幕
臣

の
所
領
や
藩
の
預
り
地
の
処
分
が
行
わ
れ
、
二
〜
三
年
に
か
け
て
県
域
の
「
一
円
地

３　

兵
庫
県
の
県
政
課
題
と
治
安
維
持
部
門

し
ん
た
つ

写真2-2　明石藩日記（愛知県公文書
館所蔵、明治4年4月2日条）

写真2-1　権少属任命辞令（石巻家文
書、明治4年）
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域
化
」
が
進
ん
だ

　（13）
。
こ
れ
に
よ

り
四
年
四
月
に
は
兵
庫
県
の
範
囲

は
地
図
の
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ

の
県
域
の
広
さ
は
兵
庫
県
に
と
っ

て
は
「
負
担
過
重
」
で
あ
っ
た
。

　

二
年
十
一
〜
十
二
月
に
は
摂

津
・
丹
波
・
東
播
磨
で
農
民
一
揆

が
続
発
し
た

　（14）
。
夏
の
水
害
と
秋

の
冷
害
で
摂
津
・
丹
波
の
山
手
地

域
一
帯
が
凶
作
に
み
ま
わ
れ
、

村
々
に
動
揺
が
広
が
っ
た
。
十
一

月
中
旬
に
三
田
藩
領
で
藩
政
改
革

へ
の
反
感
と
凶
作
が
結
び
つ
い
て
、

大
規
模
な
一
揆
に
発
展
。
他
領
へ
も
連
鎖
的
に
拡
大
し
、
十
二
月
初
め
に
は
兵
庫
県

管
轄
の
猪
名
川
下
流
十
八
ヶ
村
（
川
辺
郡
藻
川
地
域
）
で
村
役
人
・
地
主
宅
な
ど
が

打
ち
こ
わ
さ
れ
た
。
西
宮
出
張
所
か
ら
の
急
報
に
よ
っ
て
、
十
二
月
五
日
に
県
少
参

事
内
海
精
一
（
忠
勝
）
以
下
三
〜
四
〇
人
が
現
地
に
出
張
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
実
態
把
握
を
進
め
村
々
の
統
治
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
や
、
不
穏

な
状
況
に
対
す
る
村
々
で
の
説
諭
や
困
窮
者
の
救
済
も
、
こ
の
時
期
の
県
政
課
題
の

一
つ
で
あ
っ
た

　（15）
。

　

こ
こ
で
、
兵
庫
県
の
治
安
維
持
部
門
に
つ
い
て
組
織
の
変
遷
を
お
さ
え
て
お
こ
う
。

　

慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
の
兵
庫
県
設
置
当
初
は
、
江
戸
時
代
の
治
安
維
持
制
度

を
引
き
継
い
だ
体
制
で
、
既
存
犯
罪
の
取
り
締
ま
り
に
重
点
を
置
く
司
法
警
察
機
能

中
心
の
組
織
で
あ
っ
た

　（16）
。
同
年
秋
に
は
捕
亡
・
聴
訟
・
断
獄
の
名
を
冠
し
た
部
門

が
置
か
れ
、
翌
二
年
に
か
け
て
業
務
分
担
の
見
直
し
と
体
系
化
が
進
ん
だ

　（17）
。
組
織

改
編
が
多
く
役
割
を
一
律
に
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
特
徴
的
な
も
の
と
し
て

以
下
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

元
年
十
一
月
に
は
、
断
獄
方
が
貧
院
設
置
の
建
議
を
上
げ
て
い
る
。
博
打
・
飲
酒

や
無
宿
者
、
農
業
不
精
へ
の
対
策
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
定
職
を
持
た
ず
に
町
場

へ
流
入
す
る
よ
う
な
者
の
対
策
、
町
場
の
治
安
維
持
を
目
的
と
し
た
提
案
だ
と
分
か

る
。
一
方
で
聴
訟
・
断
獄
の
部
門
で
は
、
犯
罪
取
り
締
ま
り
に
加
え
て
民
事
訴
訟
の

取
り
扱
い
も
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
二
年
五
月
二
九
日
に
定
め
ら
れ
た

「
聴
断
分
課
」
で
は
、「
地
論
山
論
等
都
て
一
件
裁
許
」
は
断
獄
担
当
の
職
務
（
断

獄
事
務
）
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月
に
は
「
捕
亡
職
務
章
程
」
と
い
う
通
達

が
出
さ
れ
、
逮
捕
や
治
安
維
持
は
捕
亡
方
、
そ
の
後
の
取
り
調
べ
は
鞫
獄
方
と
い
う

業
務
分
担
が
示
さ
れ
た
。

　

三
年
四
月
七
日
に
は
捕
亡
方
を
逮
捕
掛
に
改
め
て
、「
巡
邏
警
保
の
事
務
」（
予
防

警
戒
の
行
政
警
察
事
務
）
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
一
方
の
犯
罪
者
逮
捕
な
ど

司
法
警
察
事
務
は
、
廻
り
方
組
頭
が
担
当
し
た

　（18）
。

（
２
）　

治
安
維
持
部
門
と
出
張
所
業
務

　

あ
ら
た
め
て
明
治
三
年
採
用
士
族
が
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
当
し
た
の
か
み
て
お

こ
う
（
前
掲
表
２
）。
治
安
維
持
部
門
に
配
属
さ
れ
た
者
は
出
張
所
詰
め
を
経
験
す

る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
四
年
十
一
月
の
生
野
県
暴
動
事
件
で
は
、
生
野
県
に
出
張
し

て
事
件
解
決
（
鎮
撫
）
に
努
め
た
と
し
て
社
詰
め
四
名
・
県
庁
在
勤
三
名
が
褒
賞
を

受
け
て
お
り
、
う
ち
五
名
は
明
治
三
年
採
用
の
士
族
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
頃
の
兵
庫
県
で
は
、
お
お
む
ね
摂
津
・
東
播
磨
・
西
播
磨
に
一
カ
所
ず
つ
出

張
所
を
置
い
て
い
る
（
表
５
）。
県
庁
か
ら
一
〜
三
名
程
度
の
職
員
を
出
向
さ
せ
て

す
べ

地図　兵庫県の県域のうつりかわり（明治元年～4年）
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表5　出張所のうつりかわり

『兵庫県史料』、『兵庫警察の誕生』より作成。○…出張所設置、×…出張所廃止。

西　宮 池　田 豊　崎
摂　　　　　　　津

尼　崎 三　田 社
播　　磨

須　賀
○

×
仮設

○

×
○

×
池田へ

○

2/6
12月
3/8
6/3

6/9
8/9
8/15
9/15

3/20
4月
10月

7/22

2月
4月

慶応4
（明治元）
明治2

明治3

明治4

明治5

○
西宮より

大阪府

摂津県

豊崎県

○
×
西宮へ

大阪府

尼崎藩

○
×
西宮へ

三田藩

○
×
西宮へ

○

×

○

飾磨県

○

×
社へ

生野県

飾磨県

い
た
よ
う
で
、
元
年
十
二
月
の
社
出
張
所
は
、
郡
政
局
一
名
・
断
獄
方
一
名
・
捕
亡

一
名
と
い
う
人
員
配
置
で
あ
っ
た

　（19）
。
西
宮
は
西
国
街
道
の
駅
逓
事
務
を
担
っ
て
い

た
が
、
出
張
所
に
求
め
ら
れ
た
一
般
的
な
業
務
は
、
管
内
の
取
り
締
ま
り
、
そ
の
他

の
諸
願
の
取
り
扱
い
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
廃
藩
置
県
後
に
戸
籍
編
成
が
始
ま
る
と
、

戸
籍
編
成
事
務
を
担
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
出
張
所
の
人
員
配
置
が
具
体
的
に
分
か
る
事
例
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

前
掲
表
２
に
よ
る
と
、
東
播
磨
を
管
轄
す
る
社
出
張
所
に
明
治
三
年
採
用
士
族
を

配
属
し
た
例
が
目
立
つ
。

　

四
年
十
一
月
の
府
県
統
合
で
播
磨
が
飾
磨
県
管
轄
に
な
る
と
、
社
出
張
所
は
廃
止

さ
れ
、
新
し
く
兵
庫
県
管
轄
に
な
っ
た
三
田
と
尼
崎
に
出
張
所
が
新
設
さ
れ
た
（
五

年
二
月
）。
廃
藩
置
県
後
の
城
郭
の
実
態
調
査
の
た
め
に
五
年
四
月
に
三
田
を
訪
れ

た
遠
藤
泰
道
は
、
三
田
出
張
所
で
大
属
武
井
正
平
（
宜
正
、
旧
姫
路
藩
士
）、
権
少

属
石
巻
清
隆
、
中
谷
東
二
（
肩
書
・
出
身
と
も
未
詳
）
の
三
名
の
吏
員
に
会
っ
た
と

書
き
残
し
て
い
る

　（20）
。
一
方
の
尼
崎
出
張
所
の
場
合
は
、
県
庁
か
ら
出
張
し
た
五
名

の
う
ち
二
名
が
元
尼
崎
藩
士
で
あ
っ
た

　（21）
。
こ
の
両
出
張
所
は
二
ヶ
月
ほ
ど
で
廃
止

と
な
り
、
西
宮
出
張
所
が
再
設
置
さ
れ
て
業
務
を
集
約
し
て
い
る
（
同
年
四
月
）。

　

廃
藩
置
県
直
後
の
四
年
八
月
に
社
出
張
所
詰
め
で
あ
っ
た
石
巻
清
隆
は
、
こ
の
一

連
の
統
廃
合
を
受
け
て
三
田
か
ら
西
宮
へ
異
動
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
表
２
・
３
）。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
出
張
所
に
は
地
元
や
近
隣
藩
の
士
族
を
配
属
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
一
時
的
に
出
張
所
に
詰
め
て
県
庁
に
戻
っ
た
も
の
も
い
る
が
、
石
巻

の
よ
う
に
出
張
所
業
務
を
歴
任
し
た
者
も
い
た
。

　

そ
の
他
、
明
治
三
年
採
用
士
族
の
経
歴
の
傾
向
と
し
て
、
四
年
に
創
設
さ
れ
た
ポ

リ
ス
制
度
に
準
備
段
階
か
ら
関
わ
っ
た
者
が
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
二
年
十
月

採
用
の
金
澤
政
安
（
尼
崎
士
族
）
を
含
め
、
逮
捕
掛
配
属
の
う
ち
三
名
が
こ
の
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
一
方
、
鞫
獄
部
門
に
配
属
さ
れ
た
二
名
は
、
政
府
の
司
法
改
革
に

よ
っ
て
五
年
十
一
月
に
兵
庫
裁
判
所
を
経
て
司
法
省
へ
と
移
っ
た
。

小　
　

括

　

明
治
初
年
の
兵
庫
県
で
は
、
二
年
の
管
地
（
県
域
）
拡
大
と
同
年
十
一
〜
十
二
月

の
大
規
模
な
農
民
一
揆
を
経
て
、
翌
三
年
に
、
近
隣
諸
藩
の
士
族
を
採
用
し
て
捕
亡
・
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鞫
獄
部
門
に
配
属
す
る
例
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
特
に
北
摂
や
播
磨
で
県
域
が
大

き
く
増
え
て
お
り
、
そ
れ
ま
で
開
港
地
業
務
と
摂
津
沿
岸
部
の
民
政
を
担
っ
て
い
た

兵
庫
県
に
と
っ
て
、
こ
の
県
域
の
広
さ
は
「
負
担
過
重
」
で
あ
っ
た
。
摂
津
・
東
播

磨
・
西
播
磨
に
一
箇
所
ず
つ
出
張
所
を
置
き
、
治
安
維
持
部
門
の
吏
員
な
ど
一
〜
三

名
程
度
を
出
向
さ
せ
て
、
遠
隔
地
の
訴
訟
請
願
や
治
安
維
持
を
担
当
さ
せ
た
。
治
安

維
持
部
門
の
体
系
化
も
進
み
、
三
年
四
月
に
は
行
政
警
察
機
能
が
拡
充
さ
れ
た
。

　

１
章
で
み
た
よ
う
に
、
三
年
三
〜
四
月
に
姫
路
藩
士
や
明
石
藩
士
を
含
む
兵
庫

県
・
飾
磨
県
士
族
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
大
半
が
治
安
維
持
の
部
門
に
配
属
さ
れ
た
。

本
章
で
み
た
当
該
期
の
県
政
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
近
隣
藩
の
藩
士
を
意
図
的
に
採

用
し
た
背
景
と
し
て
、
農
村
部
の
民
政
や
治
安
維
持
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
み
え
て
こ
よ
う
。

　

明
治
三
年
の
兵
庫
県
で
は
、
近
隣
藩
の
藩
士
を
吏
員
と
し
て
採
用
し
て
治
安
維
持

部
門
に
配
置
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
頃
の
兵
庫
県
で
は
、
二
年
の
凶
作
を
き
っ

か
け
と
し
た
社
会
不
安
、
県
域
の
広
域
化
と
い
う
県
政
課
題
を
抱
え
、
治
安
維
持
部

門
の
体
系
化
が
進
め
ら
れ
た
。
元
年
当
初
は
開
港
地
の
統
治
が
業
務
の
中
核
で
あ
っ

た
が
、
二
年
に
な
る
と
、
新
し
く
兵
庫
県
管
轄
と
な
っ
た
東
播
・
北
摂
の
農
村
部
の

民
政
が
県
政
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
地
元
地
域
の
事
情
に

明
る
く
農
村
部
の
民
政
や
治
安
維
持
を
任
せ
ら
れ
る
人
材
を
求
め
て
、
近
隣
藩
の
藩

士
を
吏
員
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
近
隣
藩
で
は
明
治
政
府
主
導
に
よ
る
藩
制
改
革
が
進
ん
で
い
た
。
た
と

え
ば
明
石
藩
の
奥
向
き
部
門
で
は
人
員
削
減
の
割
合
が
一
割
を
超
え
る
な
ど
、
人
員

削
減
を
含
む
組
織
再
編
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
人
員
削
減
を
含
む
藩
制
改
革
の
影
響
だ

ろ
う
か
、
明
石
藩
士
石
巻
清
隆
は
藩
士
の
籍
を
保
っ
た
ま
ま
で
兵
庫
県
吏
員
と
な
る

道
を
選
ん
で
い
る
。

　

明
治
三
年
の
兵
庫
県
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
抱
え
る
近
隣
藩
の
藩
士
を
吏
員
と

し
て
採
用
し
、
治
安
維
持
部
門
の
体
系
化
、
農
村
部
の
民
政
な
ど
の
県
政
課
題
に
対

応
し
て
い
っ
た
。

註（1）　

明
石
市
立
文
化
博
物
館
所
蔵
旧
明
石
藩
士
石
巻
家
文
書
。（
拙
稿
「〝
廃
城
令
〞
の

時
代
を
生
き
た
士
族
た
ち
」〈
明
石
市
文
化
振
興
課
編
『
明
石
市
制
一
〇
〇
周
年
記
念

特
別
企
画
展 

城
と
明
石
の
四
〇
〇
年―

明
石
藩
の
世
界
７―

』、
明
石
市
立
文
化
博

物
館
、
二
〇
一
九
年
〉
参
照
）。

（2）　

主
な
も
の
と
し
て
、
中
村
文
『
信
濃
国
の
明
治
維
新
』（
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
一

年
）、
堀
野
周
平
「
明
治
初
年
に
お
け
る
藩
の
議
事
制
度―

上
総
国
柴
山
藩
の
会
議
所

巷
会
を
事
例
に―

」（『
地
方
史
研
究
』
六
四‒

二
、
二
〇
一
四
年
）、
同
「
府
藩
県
三

治
制
期
に
お
け
る
藩
の
民
政
と
直
轄
県
政―

上
総
国
松
尾
藩
を
中
心
に―

」（『
千
葉

史
学
』
六
九
、
二
〇
一
六
年
）、
前
田
結
城
「
府
藩
県
三
治
一
致
の
特
質
と
展
開
に
関

す
る
一
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
九
、
二
〇
一
六
年
）、
荒
川
将
「
明
治
初
年
の

地
方
統
治―

越
後
の
直
轄
府
県
政
と
民
政
局
を
中
心
と
し
て―

」（
松
尾
正
人
編
『
近

代
日
本
成
立
期
の
研
究 

地
域
編
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
八
年
）、
同
「
直
轄
県
に
お

け
る
統
治
と
「
公
論
」―

柏
崎
県
郡
中
議
事
者
制
の
形
成
過
程
を
事
例
と
し
て―

」

（『
地
方
史
研
究
』
七
〇‒

四
、
二
〇
二
〇
年
）
な
ど
。

（3）　

篠
﨑
佑
太
「『
吉
井
藩
政
取
調
並
藩
主
以
下
免
官
願
書
」
の
翻
刻
と
解
題
」（『
書
陵

部
紀
要
』
七
一
、
二
〇
一
九
年
、
八
一
・
九
五
頁
）。

（4）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
兵
庫
県
史
料
』「
兵
庫
県
史 

政
治
之
部 

県
治
１
」。

（5）　

明
石
藩
士
の
人
数
は
、
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
所
蔵
黒
田
家
文
書
「
御

お
わ
り
に
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謝
辞　

石
巻
家
文
書
の
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
、
明
石
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
室
歴
史

文
化
財
係
の
加
藤
尚
子
氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
兵
庫
県
企
画
部
地
域
振
興
課
・
当
館
学
芸
員
）

修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
四
・
近
代
・
現
代
（
神
戸
市
、
一
九
九
四
年
、
一
一
五
〜
一

二
三
頁
、
奥
村
弘
氏
執
筆
）。

（15）　
『
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
四
（
前
掲
註
14
、
一
一
〇
〜
一
二
〇
頁
、
奥
村
氏
執

筆
）
参
照
。

（16）　

県
に
出
仕
し
た
旧
幕
臣
の
も
と
で
、
長
吏
・
非
人
番
が
職
務
を
担
っ
た
（
草
山
巖

『
兵
庫
警
察
の
誕
生―

幕
末
か
ら
明
治
の
世
相―

』〈
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九

八
四
年
〉、『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
〈
前
掲
註
13
、
七
〇
四
〜
七
〇
五
頁
、
阿
部
氏
執

筆
〉、
高
木
伸
夫
「
近
世
・
近
代
移
行
期
に
お
け
る
兵
庫
津
の
諸
賤
民
」〈
北
崎
豊
二
編

『
明
治
維
新
と
被
差
別
民
』、
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
、
七
四
頁
〉）。

（17）　
『
兵
庫
県
史
料
』「
兵
庫
県
史 

政
治
之
部 

県
治
１
」、「
兵
庫
県
史 

制
度
之
部 

刑

法
」、「
兵
庫
県
史 

制
度
之
部 

職
制
１
」、「
兵
庫
県
史 

制
度
之
部 

警
保
」。

（18）　
『
新
修
神
戸
市
史
』
歴
史
編
四
（
前
掲
註
14
、
四
〜
五
頁
、
小
路
田
奏
直
氏
執
筆
）、

『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
（
前
掲
註
13
、
七
〇
五
頁
）。

（19）　

出
張
所
の
人
数
や
業
務
は
、『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
（
前
掲
註
13
、
七
〇
五
頁
）、

「
兵
庫
県
史 

政
治
之
部 

県
治
１
」、
草
山
巖
『
兵
庫
警
察
の
誕
生
』（
前
掲
註
16
）
に

よ
る
。

（20）　

尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
遠
藤
泰
道
文
書
「
城
郭
巡
視
日
記
」（
竹
内
信
「「
廃
城

令
」
直
前
期
に
お
け
る
全
国
の
城
郭
調
査
を
め
ぐ
っ
て―

「
陸
軍
省
絵
図
」
と
の
関
係

も
含
め
て―

」〈『
塵
界
』
三
三
、
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
二
二
年
〉
所
収
）。

（21）　
「
兵
庫
県
史 

政
治
之
部 

県
治
１
」。

用
人
控
」（
天
保
十
二
年
）
に
よ
る
。
明
石
市
立
文
化
博
物
館
編
『
企
画
展 

館
収
蔵

品
展 
明
石
藩
の
世
界
３―

藩
主
と
藩
士―

』（
明
石
市
立
文
化
博
物
館
、
二
〇
一
五

年
、
一
〇
五
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（6）　

石
巻
家
歴
代
の
略
歴
は
、
石
巻
家
文
書
〔
石
巻
家
譜
〕
に
よ
る
。

（7）　

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
所
蔵
黒
田
家
文
書
「
座
並
帳
」（
万
延
元
年
）、

木
村
英
昭
編
『
明
石
藩
旧
臣
録 

全
』（
明
石
史
話
研
究
会
・
明
石
葵
会
、
二
〇
〇
四
年
）。

（8）　
「
判
事
石
巻
清
隆
転
任
之
件
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
諸
官
進
退 

第
六
四
巻
』、

明
治
十
一
年
四
月
〜
六
月
）、
同
『
公
文
録 

第
一
七
五
巻 

官
員
』（
明
治
十
二
年
一
月

〜
三
月
）
ほ
か
。

（9）　

愛
知
県
立
公
文
書
館
所
蔵
「
明
石
藩
日
記
」（
明
治
二
年
二
月
十
四
日
条
）。

（10）　

前
田
結
城
「
明
治
二
年
前
半
期
明
石
藩
に
お
け
る
郡
県
化
へ
の
諸
相
」（『
明
石
の

歴
史
』
一
、
二
〇
一
八
年
、
六
〇
頁
）。

（11）　
「
明
石
藩
治
職
員
令
」（『
明
石
市
史
資
料
』
第
七
集
上
・
明
治
前
期
篇
、
明
石
市
教

育
委
員
会
、
一
九
八
七
年
、
二
二
頁
）。
未
年
号
資
料
だ
が
、
石
巻
郷
右
衛
門
の
経
歴

と
の
比
較
か
ら
明
治
三
年
二
月
二
八
日
頃
に
定
め
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

（12） 

明
治
三
年
閏
十
月
に
は
津
田
麻
男
（
十
八
歳
）
が
「
御
人
数
減
」
の
た
め
家
従
を
免

職
に
な
っ
た
（
拙
稿
「
東
京
高
輪
の
旧
藩
主
松
平
家
と
明
石
士
族―
旧
藩
主
松
平
家

の
家
政
機
関
と
諮
問
機
関―

」〈
明
石
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
室
歴
史
文
化
財
係
編
『
企

画
展 

明
石
藩
の
世
界
９―

幕
末
維
新
と
人
々
の
く
ら
し―

』、
明
石
市
立
文
化
博
物

館
、
二
〇
二
一
年
、
七
五
頁
〉）。

（13）　
『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
（
兵
庫
県
、
一
九
八
〇
年
、
七
五
四
〜
七
五
八
頁
、
阿
部
真

琴
氏
執
筆
）。
な
お
本
文
掲
載
の
地
図
は
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
県
域
変
遷

地
図
「
第
一
次
兵
庫
県
」「
第
二
次
兵
庫
県
」（
兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編

『
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』〈
兵
庫
県
立
兵
庫
津
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
二
〇
二
三
年
、
五
二
頁
〉
に
収
録
）
を
も
と
に
作
図
し
た
。

（14）　
『
兵
庫
県
史
』
第
五
巻
（
前
掲
註
13
、
七
七
〇
〜
七
八
九
頁
、
阿
部
氏
執
筆
）、『
新
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